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「窓」は、住まいにとって、外の空間とプライベートな空間とをつなぐ重要な役割を担います。�

光や風といった快適な自然の恵みは、窓を通してもたらされます。�

一方、窓から入ることを防ぎたいものもあります。それは「侵入盗」です。�

日本板硝子は、優れた防犯性能を確保しつつ、�

さらに人と環境にやさしい各種の防犯ガラスをご提案します。�

安心・安全はもちろん、人にも環境にもさらにやさしく�



防犯対策は、まず窓ガラスから�
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侵入盗が、住宅を狙う個所や手口には一定のパターンがあります。�

侵入手口の代表例は、施錠していない「戸締り忘れ」のほか、「錠破り」や「錠開き」、「ガラス破り」などです。�

こうした手口を封じるためには、なによりも窓ガラスなど開口部の防犯対策が欠かせません。�

このようなガラスには防犯効果はありません�

POINT CHECK

今、お使いのガラスは網が入っているから、といって安心してい

ませんか。一枚ガラスはもちろんのこと、実は網の入った網入

板ガラスも破られやすいガラスなのです。一枚ガラスと網入板

ガラスをバールでたたいた実験結果をみると、どちらも簡単にク

レセントを回せる穴が開いてしまいました。窓にはどのようなガ

ラスが使われているのか、もう一度、確認してみましょう。�

窓を破って侵入します�

空き巣の侵入は窓からが多くなっています。また、戸建住宅の場合、

侵入手口で最も多いのは「ガラス破り」です。これは「窓ガラスを

破って手を差し込み、クレセントを外す」という手口です。�

5分であきらめます�

侵入盗の約7割は「5分以内に侵入できなければあきらめる」と考

えています。侵入に時間がかかれば、人に見られる可能性が高ま

るからです。�

出典： ※1 警視庁生活安全総務課手集計（H26年）　※2（財）都市防犯研究センター「防犯環境設計ハンドブック」�

侵入ケース�04
1階居間の掃き出し窓�
居間の掃き出し窓のガラスを破って侵入した。

掃き出し窓にはクレセントのみで補助錠がつ

いておらず、侵入口となった居間の掃き出し

窓はコンクリートブロック塀と庭の植栽によって、

外部からまったく見えなかった。�
侵入ケース�02
1階の腰高窓�
エアコンの室外機などを足場にして腰高窓

のガラスを突き破り、クレセントのみ（鍵なし）

をはずして侵入した。高さのあるコンクリート

塀および隣家との境の目隠しのため、侵入

口は周囲からの見通しが悪かった。�

侵入ケース�01
2階のベランダ�
塀を足場にして2階のベランダにのぼり、掃き

出し窓のガラスを破って侵入。ベランダはプ

ライバシーやデザイン性から格子ではなく腰

壁が使われており、外部からは見えなかった。�

侵入ケース�03
1階の玄関�
玄関扉の錠をピッキング用具で解錠して侵入。

門扉がないため簡単に敷地に侵入でき、高さ

のあるコンクリート塀のため周囲から玄関への

見通しが悪かった。補助錠もついていなかった。�

侵入ケース�05
マンション上層階のベランダ�
マンションの外階段で5階の開放廊下に行き、

腰壁を乗り越えて4階の屋上から5階住戸のベ

ランダに入り、掃き出し窓のガラスを破って侵入

した。ベランダは腰壁であったため、身をかがめ

れば、向かい側のマンションからは見えない。�

ガラスが砕け、一枚ガラスと同様、クレセントを回せる穴
が簡単に開きました。�

ガラスが砕け落ち、クレセントを簡単に回せる穴が一瞬
で開きました。�

網入板ガラス�一枚ガラス（フロート板ガラス）�

侵入ケース�02

侵入ケース�01

侵入ケース�03

侵入ケース�04

侵入ケース�05

侵入をあきらめる時間※2

22.9％�
5～10分以内�

68.5％�
5分以内�

8.6％�
10分以上�

侵入手段※1 一戸建て住宅�空き巣の侵入口※1 侵入手段※1 中高層住宅�

42.4％�
無締り�

26.8％�
無締り�

23.4％�
窓（居室）�

24.6％�
施錠開け�

施錠開け�

ドア錠破り� その他� ドア錠破り� その他�

29.3％�
ガラス破り�ガラス破り�

65.5％�
ガラス破り�28.3％�

2.1％�3.1％� 1.7％�2.0％�
その他の出入口�
4.7％�

窓（その他）�
11.9％�

表出入口�
31.6％�

2.5％�窓（縁側縁側・ベランダ）�窓（縁側・ベランダ）�
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板硝子協会が定めた�
防犯ガラスの基準�

ガラスメーカーによって構成される板硝子協

会では、ガラスの防犯性能に関する「板硝子

協会基準」を策定しています。これは現在公

開されているガラス破りの侵入手口のなかで、

最も割合の多い2つの手口である「打ち破り」、

「こじ破り」を対象に試験を行い、ランク付け

したものです。�

「打ち破り」については重さ4.11kg鋼球を落

下させるもので、1500mm～9000mmの間

で落とす高さを変えて、それぞれの高さに対す

る抵抗のランク付けを行っています。�

「こじ破り」については、ドライバーによるこじ

破りを実施し、クレセントを外して外障子を開

けるまでの時間を測定し、ランク付けをしてい

ます。�

20頁に示した詳細の性能ランクで「打ち破り」

に対してのP2A以上、「こじ破り」に対して

P2K以上を満たすガラスについて、同協会で

は、「防犯ガラス」と呼称しています。�

このほか官民合同会議で「防犯性能の高い

建物部品」に掲載されたガラスについても「防

犯ガラス」と呼称することを認めています。�

P5AP4AP3AP2AP1A

P3K

P2K

P1K

セキュオ30

セキュオ60
セキュオ90�
セキュオSP�
セキュオPY

【打ち破り手口】に関連付けられる防犯性能�

【こじ破り手口】に�
関連付けられる防犯性能�

よ
り
防
犯
性
能
が
期
待
で
き
る� より防犯性能が期待できる�

官民の厳しい試験に�
合格した証、CPマーク�

「防犯性能の高い建物部品の開発・普及に

関する官民合同会議」は、警察庁、国土交

通省、経済産業省といった省庁と、住宅生産

団体連合会、板硝子協会、日本ウィンドウ・フ

ィルム工業会、日本サッシ協会、日本ロック工

業会などの民間団体が参加する官民を横断

した組織です。�

この会議では、住宅部品メーカーが開発した

防犯部品について、防犯のプロがさまざまな

侵入手口を想定した試験を実施し、合格した

ものを「防犯性能の高い建物部品目録」とし

て掲載、公表しています。試験は、想定される

手口について5分以上耐えられることが基本

的な条件で、試験を合格した部品について

統一マークの「CPマーク」の貼付が許可さ

れています。�

2006年4月から住宅性能表示制度の表示

項目に「防犯」が新たに追加され、「侵入を

防止する性能」が確かめられた部品を開口

部に使用している場合は防犯対策を行って

いる開口部であると表示できるようになりまし

たが、「防犯性能の高い建物部品」を活用

すればその性能をクリアできます。�

�

防犯ガラスセキュオの防犯性能仕様基準 ※詳細は20ページをご参照ください。�

●この仕様基準は実験値として示されたものを一覧表にしたものであり、各ガラスの性能を保証するものではありません。�
●防犯ガラスに期待できることは、侵入行為に抵抗する時間の延長であり、執拗な破壊および犯罪行為には万全ではありません。�
●防犯性能の高いサッシや補助錠の併用をお奨めします。※セキュオSP、セキュオPYは自社試験に基づきます。�

ドライバーなどで音を出さないよ
うにガラスを破壊し、まわりに気
づかれないよう、密かに侵入しよ
うとすること。�

破壊音をあまり気にせずにガラスを破壊し、住人や警備員
などが駆けつける前に、数分で目的を達成しようとすること。�

省エネガラスは�
エコガラスマークを参考に

人と地球にやさしい暮らしを実現します�
エコガラスは、国内の建築用板ガラス製造メーカー3社（旭硝子、日本板硝子、

セントラル硝子）が製造するLow-E複層ガラスの共通呼称で、エコガラスの

基準を満たす商品に共通でエコガラスマークを使用しています。環境保護と

快適な暮らしの両立を推進する窓ガラスの目印にしてください。�

ecoの「e」、earthの「e」�

木の葉をモチーフにした「e」の図案で、美しい自然や地球環境

を表現し、未来永劫守るべき大切なものとして、中央に配しました。�

Glassの「G」�

周りの四角は、自然や環境を守る窓ガラスの強さと優しさをイメー
ジしています。Glassの「G」で、ecoの「e」とearthの「e」を包み、
しっかりと抱いた姿に、エコガラスの持つ使命を映しています。�

■ エコガラスのマークはガラスの断熱性能によって3種類に区分されます�

セキュオペア®高断熱タイプ、遮熱高断熱タイプはエコガラスです。�

マーク�

断熱性能� 2.33以下� 2.33超、2.70以下� 2.70超、4.00以下�
（U値：W/(㎡・K)）�

JIS R 3209-1998複層ガラスに規定される「断熱複層ガラス」の断熱性能と同等の性能を持つものをいいます。�
マークはメーカーごとに選択し、シール貼付またはガラス面にレーザー刻印しております。�

防犯ガラスは�
板硝子協会基準やCPマークを参考に�

○
タ
イ
プ�

□
タ
イ
プ�



防犯対策を基本に、さらに人と環境にやさしい�
窓ガラスを選ぶために

8 9

エコガラス�

ワイヤレス�
防火ガラス�

防災・安全�
対策�

暑さ・省エネ�
対策�

寒さ・省エネ�
対策�

結露対策�

防犯対策�

侵入に5分以上かかる防犯ガラス（CP
製品）を採用すると同時に、補助錠と
の併用や、セキュリティシステムを導入
するなどの総合的な検討が必要です。�

窓の結露は外気と室内との温度差
による現象です。断熱性能の高いガ
ラスを採用することで結露の発生を
おさえることができます。�

冬、室内から逃げ出す熱の、48％が
窓などの開口部を介しています。断
熱性能の高いガラスを採用すると暖
房効果を高め、省エネにも役立ちます。�

夏、室内に侵入する熱のうち、71％
が窓などの開口部を介しています。
遮熱性能の高いガラスを採用すると
冷房効果を高め、省エネにも有効です。�

地震、台風、竜巻の被害でガラスに
よるケガが増えています。脱落を防ぐ
ガラスなら、割れた破片を踏んでケガ
をする二次災害も防げます。�

網入板ガラスは強度も弱く、熱割れ、
サビ割れしやすいので、網のない防
火ガラスを採用することが必要です。
ワイヤレスのため、視界もスッキリです。�

日本の住宅の窓ガラスすべてにエコ
ガラスを使用したとすると、地球温暖
化に影響するCO2排出量を1年間で
約1700万トンも削減できる計算にな
ります。�

安心・安全、取り替え簡単�
防犯ガラス  セキュオ ®

防犯ガラス「セキュオ」は2枚のガラスの間にあ

る中間膜の厚さによって防犯性能を向上させて

います。また、ポリカーボネート板を挟んだり、高

強度のワイヤレス防火ガラス「パイロクリア」で

構成することで、さらに性能を強化しています。

いまお使いのサッシはそのまま、しかも短時間

で取り替えが可能※なので防犯リフォームに

最適です。※セキュオ30・60・SPの一部品種�

ガラスは割れましたがフロート

板ガラスに比べて穴を開ける

までに時間かかかりました。�

ガラスは割れましたが、約1.5ミ

リの中間膜があるため、穴を開

けるまでに時間かかかりました。�

ガラスは割れましたが、約2.3ミ

リの中間膜があるため、穴を開

けるまでに時間かかかりました。�

ガラスは割れましたが、ポリカー

ボネート板があるため、穴を開

けるまでに時間かかかりました。�

フロート板ガラスは割れましたが、

超強度の「パイロクリア」があ

るため、穴が開きませんでした。�

2枚のガラスの間に約0.8ミリ

（30ミル）の中間膜を挟み込

みました。�

2枚のガラスの間に約1.5ミリ

（60ミル）の中間膜を挟み込

みました。�

2枚のガラスの間に約2.3ミリ

（90ミル）の中間膜を挟み込

みました。�

2枚のガラスの間に1.2ミリの

強靱なポリカーボネート板と

中間膜を挟み込みました。�

防火ガラス「パイロクリア」と

ガラスの間に約2.3ミリ（90ミル）

の中間膜を挟み込みました。�

今お住まいの窓ガラスの取り替えも簡単に行えます。�
今お住まいのサッシはそのままで、ガラスを交換するだけで�
簡単にお取り替えできます。�

一枚ガラス� セキュオ�

グレイジングチャンネル�
による施工�

※セキュオ30、セキュオ60、セキュオSPの一部品種�

防災・安全�
対策�

UV対策�

防犯対策�

フロート板ガラス�

中間膜�
約0.8ミリ�

フロート板ガラス�

中間膜�
約1.5ミリ�

フロート板ガラス�

中間膜�
約2.3ミリ�

フロート板ガラス�

中間膜�
約0.25ミリ�

フロート板ガラス�

ポリカーボネート板1.2ミリ�
中間膜�
約2.3ミリ�

超強化ガラス�
パイロクリア�UV対策�

家具やカーテンの色あせを防ぐため
には、紫外線をカットするガラスを採
用することが必要です。�

家具やカーテンの色あせを防ぐため
には、紫外線をカットするガラスを採
用することが必要です。�
※太陽光や一般照明に含まれる紫外線以外に
も可視光線によって材料の変色・褪色や人体の
日焼けが起こる場合がありますのでご注意ください。�

取り替え�
簡単� ※ご使用のサッシや建物の状況によっては装着

できない場合もあります。また、ガラスの厚さが増
加するとサッシが重く感じられることがあります。�

今お使いのサッシはそのままに、より
機能性のアップしたガラスに交換で
きます。�

P.10

セキュオペアPY

スタンダードな�
防犯複層ガラス�
�

高断熱タイプ�

P.11

セキュオペアPY

冬暖かくすごせる�
防犯複層ガラス�

遮熱高断熱タイプ�

P.11

セキュオペアPY

夏涼しく冬暖かい�
防犯複層ガラス�

P.9

セキュオPY

取り替え簡単�
防犯ガラス�

セキュオ30・60・SP

ワイヤレス�
防火ガラス�
セキュオPY

取り替え�
簡単�

セキュオ30・60・SP

防犯表示シール�

防犯リフォームに�
最適�

ホームページにて動画がご覧いただけます。http://glass-wonderland.jp/movie/secuo.html



防犯性能に快適さをプラス�
防犯複層ガラス  セキュオペア ®
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暑さ・省エネ�
対策�

エコガラス�

防犯複層ガラス「セキュオペア」は防犯性能に

断熱性能を兼ね備えているので、不快な結露

も軽減します。さらに付加価値を高めた高断熱

タイプは暖房効果を高め、遮熱高断熱タイプは

冷暖房効果を高めます。�

断熱性能に優れているため開

口部からの熱損失を大きくおさ

えます。そのため冬場の冷え冷

え感を和らげ、暖かな空間をつく

ります。�

中空層�

高品質デュアルシール�

乾燥剤入りスぺーサー�

フロート板ガラス�

防犯ガラス セキュオ�

防災・安全�
対策�

寒さ・省エネ�
対策�

UV対策�

結露対策�防犯対策�

P5AP4AP3AP2AP1A

P3K

P2K

P1K

セキュオペア60セキュオペア30
セキュオペア90�
セキュオペアSP�
セキュオペアPY

【打ち破り手口】に関連付けられる防犯性能�

【こじ破り手口】に�
関連付けられる防犯性能�

よ
り
防
犯
性
能
が
期
待
で
き
る� より防犯性能が期待できる�

セキュオペアの防犯性能仕様基準�
●この仕様基準は実験値として示されたものを一覧表
にしたものであり、各ガラスの性能を保証するものでは
ありません。�
●防犯ガラスに期待できることは、侵入行為に抵抗する時
間の延長であり、執拗な破壊および犯罪行為には万全
ではありません。�
●防犯性能の高いサッシや補助錠の併用をお奨めします。�
※セキュオペアSP、セキュオペアPYは自社試験に基づき
ます。�
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複層ガラス�

100

一枚ガラス�

断熱性能の比較 室内から熱が逃げる割合の比較（一枚ガラスを100とした場合）�

断熱性能の比較 室内から熱が逃げる割合の比較（一枚ガラスを100とした場合）�日射特性 

セキュオペア�

47

セキュオペアは冷たい外気の

影響を受けにくいのでガラス面

の結露の発生を軽減します。�

結露の発生する外気温度の比較 算出条件：室内温度20℃、室内相対湿度60％、室内自然対流、戸外風速3.5m/sの場合�

●セキュオペア（フロート板ガラス3ミリ＋中空層12ミリ＋セキュオ30）　●複層ガラス（フロート板ガラス3ミリ＋中空層12ミリ＋フロート板ガラス3ミリ）　●一枚ガラス（フロート板ガラス3ミリ）�

8℃�一枚ガラス�

10 ℃� 0 ℃� －10 ℃� －20 ℃� －30 ℃�

－4℃�セキュオペア、複層ガラス� 一枚ガラス�

結露の発生する外気温度の比較�

10 ℃� 0 ℃� －10 ℃� －20 ℃� －30 ℃�

防災・安全�
対策�

寒さ・省エネ�
対策�

UV対策�

結露対策�防犯対策�

●セキュオペア高断熱タイプ  クリアS（セキュオ30＋中空層12ミリ＋Low-Eガラス3ミリ）　●一枚ガラス（フロート板ガラス3ミリ）�

※数値は日射熱取得率（IN）と日射熱除去率（CUT）�

※数値は日射熱取得率（IN）と日射熱除去率（CUT）�

セキュオペア ®  遮熱高断熱タイプ�

エコガラス�

2枚のガラスのうち、室外側ガラスに遮熱タイプ

のLow-E膜をコーティング。夏、外からの日射熱

の侵入をおさえて冷房効果を高め、冬は室内の

暖房熱を外に逃がさず、暖房効果を高めます。� 防災・安全�
対策�

寒さ・省エネ�
対策�

UV対策�

結露対策�防犯対策�

●セキュオペア遮熱高断熱タイプ  グリーン（Low-Eガラス3ミリ＋中空層12ミリ＋セキュオ30）　●一枚ガラス（フロート板ガラス3ミリ）�

セキュオペア ®  高断熱タイプ�
2枚のガラスのうち、室内側ガラスに高断熱タイ

プのLow-E膜をコーティングし、より高い断熱性

能を発揮します。暖房エネルギーを逃がさず、同

時に外からの日射熱を取り入れます。�

中空層12ミリ�

Low-Eガラス�

高断熱�
Low-E膜�

遮熱高断熱�
Low-E膜�

中空層12ミリ�

26

100 一枚ガラス�

セキュオペア遮熱高断熱タイプ�39%

61%
CUT

IN

断熱性能の比較 室内から熱が逃げる割合の比較（一枚ガラスを100とした場合）�日射特性 

10 ℃� 0 ℃� －10 ℃� －20 ℃� －30 ℃�

－21℃�セキュオペア高断熱タイプ�

28

100 一枚ガラス�

セキュオペア高断熱タイプ�

CUT

IN
57%

43%

高品質デュアルシール�
乾燥剤入りスぺーサー�

高品質デュアルシール�
乾燥剤入りスぺーサー�

Low-Eガラス�

防犯ガラス セキュオ�

防犯ガラス セキュオ�

防犯表示シール�

新築に最適�

防犯表示シール�

新築に最適�

ワイヤレス�
防火ガラス�
セキュオペアPY

ワイヤレス�
防火ガラス�
セキュオペアPY

ワイヤレス�
防火ガラス�
セキュオペアPY

8℃� －22℃�セキュオペア遮熱高断熱タイプ�

一枚ガラス�8℃�

防犯表示シール�

新築に最適�

算出条件：室内温度20℃、室内相対湿度60％、�
室内自然対流、戸外風速3.5m/sの場合�

結露の発生する外気温度の比較�
算出条件：室内温度20℃、室内相対湿度60％、�
室内自然対流、戸外風速3.5m/sの場合�



セキュオ ®　代表品種表�
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FL=フロート板ガラス　Low-E=Low-Eガラス　F3A、F4A=型板ガラス（かすみ）　PW=網入磨き板ガラス　FW=網入型板ガラス　PYP=パイロクリア　ポリカ=ポリカーボネート板�●セキュオは単板ガラスの約2倍の重量がありますので、それに十分耐えられるサッシ構造が必要です。�
※1：中間膜は透明・乳白・ブロンズ色があります。�

製品名�
室外側ガラス�

FL3�

FL5�

FL3�

FL3�

FL3�

FL5

FL3�

FL5�

F3A�

F4A�

PW6.8�

PW6.8

100×100

100×100

100×100

300×200

2540×1885�

3780×2510�

2400×1850�

2400×1850�

2540×1885�

3650×2440

約15kg/m2�

約25kg/m2�

約15kg/m2�

約18kg/m2�

約25kg/m2�

約30kg/m2

3375�

7088�

2025�

2599�

6086�

8390

6.8�

10.8�

6.8�

7.8�

10.6�

12.6

FL2.5�

FL3�

FL5�

FL2�

FL3�

FL3�

FL3�

FL5�

FL3�

FL5

FL2.5�

FL3�

FL5�

F3A�

F3A�

F4A�

PW6.8�

PW6.8�

FW6.8�

FW6.8

FL3�

FL5�

FL3�

FL3�

FL5�

FL3�

FL5

FL3�

FL5�

F4A�

PW6.8�

PW6.8�

FW6.8�

FW6.8

FL2.5�

FL3�

FL5�

FL2�

FL3�

FL3�

FL2�

FL3�

FL5

FL2.5�

FL3�

FL5�

F3A�

F3A�

F4A�

PW6.8�

PW6.8�

PW6.8

FL3�

FL3�

FL4�

FL5

中間膜60ミル（約1.5ミリ）※1�

中間膜90ミル（約2.3ミリ）※1�

中間膜90ミル（約2.3ミリ）※1�

中間膜90ミル（約2.3ミリ）※1

PYP5�

PYP6.5�

PYP6.5�

PYP6.5

6.5�

7.5�

11.5�

6.5�

7.5�

8.5�

11.3�

13.3�

11.3�

13.3

8.3�

12.3�

9.3�

12.1�

14.1�

12.1�

14.1

6.7�

7.7�

11.7�

7.0�

8.0�

9.0�

10.5�

11.5�

13.5

9.5�

11.8�

12.8�

13.8

室内側ガラス�

ガラス総厚（呼び厚さ）�
（ミリ）�中間膜/ポリカ/中間のガラス/真空層　等�

ガラス構成�

許容荷重�
（N）�

最大寸法�
（mm）�

最小寸法�
（mm）�

概算重量�
1m2当り�

中間膜30ミル（約0.8ミリ）※1

中間膜60ミル（約1.5ミリ）※1

中間膜90ミル（約2.3ミリ）※1

ポリカーボネート板1.2ミリ�

W/（m2・K）�

5.7�

5.6�

5.7�

5.7�

5.6�

5.5

82�

78�

82�

81�

77�

76

18�

22�

18�

19�

23�

24

18�

19�

23�

18�

19�

20�

23�

25�

23�

25

20�

23�

21�

24�

26�

24�

26

18�

19�

23�

18�

19�

20�

25�

23�

25

21�

23�

24�

25

熱的性能�

日射熱� 熱貫流率�

U値�取得率�カット率�

（％）� （％）�

82�

81�

77�

82�

81�

80�

77�

75�

77�

75

80�

77�

79�

76�

74�

76�

74

82�

81�

77�

82�

81�

80�

75�

77�

75

79�

77�

76�

75

5.6�

5.6�

5.5�

5.6�

5.6�

5.5�

5.5�

5.4�

5.5�

5.4

5.4�

5.3�

5.4�

5.3�

5.3�

5.3�

5.3

5.6�

5.6�

5.4�

5.6�

5.6�

5.5�

5.4�

5.4�

5.4

5.5�

5.3�

5.3�

5.3

8.1�

7.9�

8.1�

8.0�

8.3�

8.2

8.1�

7.9�

8.1�

8.0�

8.3�

8.2

88.7�

86.7�

88.7�

88.2�

85.1�

84.1

99.9以上�

99.9以上�

99.9以上�

99.9以上�

99.9以上�

光学的性能�

可視光� 紫外線�

カット率�反射率（％）�透過率�

（％）� （％）�OUT IN

89.1�

88.7�

86.7�

89.1�

88.7�

88.2�

85.1�

84.1�

85.1�

84.1

88.6�

86.7�

88.2�

85.1�

84.1�

85.1�

84.1

85.9�

85.5�

83.6�

85.9�

85.5�

85.0�

81.1�

82.0�

81.1

87.7�

86.9�

86.5�

86.0

8.1�

8.1�

7.9�

8.1�

8.1�

8.0�

8.3�

8.2�

8.3�

8.2

8.1�

7.9�

8.0�

8.3�

8.2�

8.3�

8.2

7.9�

7.8�

7.7�

7.9�

7.8�

7.8�

8.0�

8.1�

8.0

8.0�

7.9�

7.9�

7.9

8.1�

8.1�

7.9�

8.1�

8.1�

8.0�

8.3�

8.2�

8.3�

8.2

8.1�

7.9�

8.0�

8.3�

8.2�

8.3�

8.2

7.9�

7.8�

7.7�

7.9�

7.8�

7.8�

8.0�

8.1�

8.0

8.0�

7.9�

7.9�

7.9

2531�

3375�

7088�

1519�

2025�

2599�

6086�

8390�

4564�

6292

3375�

7088�

2599�

6086�

8390�

4564�

6292

2531�

3375�

7088�

1519�

2025�

2599�

5069�

6086�

8390

5400�

6493�

7708�

9024

約13kg/m2�

約15kg/m2�

約25kg/m2�

約13kg/m2�

約15kg/m2�

約18kg/m2�

約25kg/m2�

約30kg/m2�

約25kg/m2�

約30kg/m2

約15kg/m2�

約25kg/m2�

約18kg/m2�

約25kg/m2�

約30kg/m2�

約25kg/m2�

約30kg/m2

約14kg/m2�

約16kg/m2�

約26kg/m2�

約14kg/m2�

約16kg/m2�

約19kg/m2�

約23kg/m2�

約26kg/m2�

約31kg/m2

約20kg/m2�

約24kg/m2�

約26kg/m2�

約29kg/m2

2400×1850�

2540×1885�

3780×2510�

1800×1200�

2400×1850�

2400×1850�

2540×1885�

3650×2440�

2400×1720�

2400×1720

2540×1885�

3780×2510�

2400×1850�

2540×1885�

3650×2440�

2400×1720�

2400×1720

2130×1235�

2130×1235�

2130×1235�

1800×1200�

2130×1235�

2130×1235�

1800×1200�

2130×1235�

2130×1235

2400×1200�

2400×1850�

2400×1850�

2400×2000

新築に最適� 防犯対策� 防災・安全対策�

UV対策�

防犯性能仕様基準� P3K P5A

新築に最適�
防犯対策� 防災・安全対策�

ワイヤレス防火ガラス�UV対策�

防犯性能仕様基準� P3K P5A

防犯リフォームに最適� 防犯対策� 防災・安全対策�

UV対策� 取り替え簡単�

防犯性能仕様基準� P2K P2A

6.8ミリ厚・10.6ミリ厚（アタッチメント）�

防犯リフォームに最適� 防犯対策� 防災・安全対策�

UV対策�

防犯性能仕様基準� P3K P4A

取り替え簡単�
6.5ミリ厚�

防犯リフォームに最適� 防犯対策� 防災・安全対策�

UV対策�

防犯性能仕様基準� P3K P5A

取り替え簡単�
6.7ミリ厚・10.5ミリ厚（アタッチメント）�

取替簡単�

取替簡単�

取替簡単�

取替簡単�

取替簡単�

300×200



セキュオペア ®　代表品種表�
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FL=フロート板ガラス　Low-E=Low-Eガラス　F3A、F4A=型板ガラス（かすみ）　PW=網入磨き板ガラス　FW=網入型板ガラス　PYP=パイロクリア　ポリカ=ポリカーボネート板　A=中空層�●セキュオペアの中空層は、サッシ溝幅によって総厚の制限を受けるため厚さを調整する場合があります。�
●セキュオペアは、単板ガラスの約3倍の重量がありますので、それに十分耐えられるサッシ構造が必要です。　※1：中間膜は透明・乳白・ブロンズ色があります。�

製品名�
室外側ガラス�

2418×1885

2418×1885

2400×1200

2400×1200

350×200

350×200

350×200

350×200

FL3�

FL5�

F4A�

FL3�

FL3

A6�

A6�

A6

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

F3A

FL3�

FL3�

FL3�

PYP5�

PYP5

16.5�

18.5�

17.5�

18.5�

18.5

�

�

�

A6�

A6

室内側ガラス�中空層/中間のガラス/中間膜　等�

ガラス構成�

許容荷重�
（N）�

最大寸法�
（mm）�

最小寸法�
（mm）�

概算重量�
1m2当り�

※1

中間膜60ミル（1.5ミリ）�

※1

中間膜60ミル（1.5ミリ）�

※1

中間膜90ミル（2.3ミリ）�

※1

中間膜60ミル（1.5ミリ）�

FL3�

FL5�

F4A�

FL3�

FL3

A6�

A6�

A6

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

F3A

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

F3A

FL3�

FL3�

FL3�

PYP5�

PYP5

17.3�

19.3�

18.3�

19.3�

19.3

�

�

�

A6�

A6

※1

中間膜90ミル（2.3ミリ）�

※1

中間膜90ミル（2.3ミリ）�

FL3�

FL5�

F4A�

FL3�

FL3

FL5�

FL5

A6�

A6

FL3�

FL3

PYP5�

PYP6.5

20.5�

22.8

A6�

A6�

A6

FL3�

FL3�

FL3�

PYP5�

PYP5

16.7�

18.7�

17.7�

18.7�

19.0

3033�

4955�

3100�

5060�

3036

3033�

4955�

3100�

5060�

3036

5683�

6013

3033�

4955�

3100�

5060�

3036

約23kg/m2�

約28kg/m2�

約25kg/m2�

約28kg/m2�

約28kg/m2

約23kg/m2�

約28kg/m2�

約25kg/m2�

約28kg/m2�

約28kg/m2

約33kg/m2�

約36kg/m2

約24kg/m2�

約29kg/m2�

約26kg/m2�

約29kg/m2�

約29kg/m2

2400×1200�

2400×1850

�

�

2130×1235

�

�

�

A6�

A6

ポリカ1.2ミリ�

ポリカ1.2ミリ�

新築に最適�

防犯性能仕様基準� P2A

ガラス総厚（呼び厚さ）�
（ミリ）�

Low-E3（クリア）�

Low-E3（クリア）�

Low-E4（クリア）�

Low-E3（グリーン）�

Low-E3（グリーン）�

Low-E4（グリーン）�

FL3�

FL3�

PW6.8�

FL3�

FL3�

PW6.8

15.8�

21.8�

20.6�

15.8�

21.8�

20.6

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

FL3

A6�

A12�

A6�

A6�

A12�

A6

2418×1758 350×200
※1

中間膜30ミル（0.8ミリ）�

3033�

3033�

5040�

3033�

3033�

5040

約23kg/m2�

約23kg/m2�

約35kg/m2�

約23kg/m2�

約23kg/m2�

約35kg/m2

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

A6�

A12�

A6�

A6�

A12�

A6�

15.8�

21.8�

20.6�

15.8�

21.8�

20.6�

Low-E3（クリアS）�

Low-E3（クリアS）�

Low-E4（クリアS）�

Low-E3（グリーン）�

Low-E3（グリーン）�

Low-E4（グリーン）�

FL3�

FL3�

PW6.8�

FL3�

FL3�

PW6.8�

2418×1758 350×200
※1

中間膜30ミル（0.8ミリ）�

3033�

3033�

5040�

3033�

3033�

5040�

約23kg/m2�

約23kg/m2�

約35kg/m2�

約23kg/m2�

約23kg/m2�

約35kg/m2

A6�

A12�

A6�

A6

2418×1885

2400×1200

FL3�

FL3�

FL5�

F4A�

FL3�

FL3

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

F3A

FL3�

FL3�

FL3�

FL3�

PYP5�

PYP5

15.8�

21.8�

17.8�

16.8�

17.8�

17.8

�

�

�

�

A6�

A6

熱的性能�

日射熱� 熱貫流率�

U値�取得率�カット率�

（％）� （％）� W/（m2・K）�

24�

27�

25�

29�

29

25�

27�

26�

30�

30

27�

28

24�

27�

25�

29�

29

76�

73�

75�

71�

71

75�

73�

74�

70�

70

73�

72

76�

73�

75�

71�

71

3.2�

3.2�

3.2�

3.2�

3.2

3.2�

3.2�

3.2�

3.2�

3.2

3.2�

3.1

3.2�

3.2�

3.2�

3.2�

3.2

60�

61�

61�

60�

61�

61

40�

39�

39�

40�

39�

39

2.5�

1.6�

2.4�

2.5�

1.6�

2.4

43�

43�

46�

55�

55�

56�

57�

57�

54�

45�

45�

44�

2.5�

1.7�

2.5�

2.5�

1.6�

2.4�

24�

23�

26�

25�

28�

28

76�

77�

74�

75�

72�

72

3.3�

2.8�

3.3�

3.3�

3.3�

3.3

3033�

3033�

4955�

3100�

5060�

3036

約23kg/m2�

約23kg/m2�

約28kg/m2�

約25kg/m2�

約28kg/m2�

約28kg/m2

※1

中間膜30ミル（0.8ミリ）�

※1

中間膜30ミル（0.8ミリ）�

防犯対策� 結露対策�

寒さ・省エネ対策� 防災・安全対策�

UV対策�

新築に最適�

防犯性能仕様基準�

新築に最適�

防犯性能仕様基準�

防犯対策� 結露対策�

寒さ・省エネ対策� 防災・安全対策�

UV対策�

防犯対策� 結露対策�

寒さ・省エネ対策� 防災・安全対策�

UV対策�

防犯対策� 結露対策�

寒さ・省エネ対策� 防災・安全対策�

UV対策�

防犯対策� 結露対策�

寒さ・省エネ対策� 防災・安全対策�

UV対策�

防犯対策� 結露対策�

寒さ・省エネ対策� 防災・安全対策�

エコガラス�

新築に最適�

防犯性能仕様基準�

防犯対策� 結露対策�

寒さ・省エネ対策� 暑さ・省エネ対策�

防災・安全対策� UV対策�

エコガラス�

遮熱高断熱タイプ�

高断熱タイプ�

P3K P2A

※高断熱タイプ、遮熱高断熱タイプも
品揃えしています。�

新築に最適�

防犯性能仕様基準�

※高断熱タイプ、遮熱高断熱タイプも
品揃えしています。�

新築に最適�

※高断熱タイプ、遮熱高断熱タイプも
品揃えしています。�

新築に最適�

※高断熱タイプ、遮熱高断熱タイプも
品揃えしています。�

防犯性能仕様基準�

防犯性能仕様基準�

ワイヤレス防火ガラス�UV対策�

P3K

P3K

P2A

P3K P4A

P5AP3K

P5AP3K

P3K P5A

99.9以上�

99.9以上�

99.9以上�

99.9以上�

光学的性能�

可視光� 紫外線�

カット率�反射率（％）�透過率�

（％）� （％）�OUT IN

80.5�

79.6�

80.0�

79.6�

79.6

80.5�

79.6�

80.0�

79.6�

79.6

78.7�

78.0

77.5�

76.7�

77.1�

76.7�

76.7

14.8�

14.6�

14.7�

14.5�

14.5

14.8�

14.6�

14.8�

14.5�

14.5

14.5�

14.5

14.6�

14.4�

14.5�

13.8�

13.8

14.6�

14.5�

14.5�

14.6�

14.6

14.6�

14.5�

14.5�

14.6�

14.6

14.3�

14.1

13.8�

13.8�

13.8�

14.4�

14.4

99.9以上�

68.0�

68.0�

64.9�

68.5�

68.5�

65.4

13.6�

13.6�

13.6�

13.3�

13.3�

13.4

13.3�

13.3�

13.1�

15.1�

15.1�

14.8

99.9以上�

78.4�

78.4�

74.8�

68.0�

68.0�

65.3�

11.8�

11.8�

11.7�

13.3�

13.3�

13.1�

11.8�

11.8�

11.9�

13.6�

13.6�

13.7�

99.9以上�

80.5�

80.5�

79.6�

80.0�

79.6�

79.6

14.8�

14.8�

14.6�

14.7�

14.5�

14.5

14.6�

14.6�

14.5�

14.5�

14.6�

14.6

350×200
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ご採用にあたっては、耐風圧強度、熱割れなどをご検討のうえ、ガラス品種・呼び厚さ・面積を決定してください。�

特に、熱割れの発生しやすい条件での使用に関しては、十分に検討する必要があります。�

�

�

◎設計上のご注意�
　　セキュオは受注生産品です。ご使用になる品種によっては納期を必要と

する場合がありますので事前にお問い合わせください。�

　　セキュオは製造後の切断は困難ですので、寸法・形状は正確にご注文く

ださい。�

　　セキュオSPは、ポリカーボネート板と中間膜をはさみ込んでいるためガラス

面が多少白く見えることがあります。性能・強度への影響はありません。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　　セキュオより薄いガラスから交換された場合には、ガラスの厚さが増した分、

窓の重量も増加するため、交換前に比べてサッシの動きが重たく感じられ

たり、網戸の開閉が困難になる場合があります。サッシ構造や戸車等が

ガラス重量に耐えられるかを事前にご確認ください。また、現在ご使用中

のサッシや建物の状況によってセキュオが装着できない場合もありますの

でご注意ください。�

　　性能上、セキュオ30、60、90、PYの中間膜は70℃を超える場所で、またセ

キュオSPの中間膜は60℃を超える場所で長時間使用しますと発泡する

ことがありますのでそのような場所でのご使用はお避けください。�

　　セキュオのガラス構成・形状によりガラス周辺部に泡が生じることがありま

すので事前にご了承ください。�

　　熱線吸収板ガラスなど日射吸収率の高いガラスや網入・線入板ガラスで

構成する場合は使用条件によっては熱割れを生じることがありますので、

事前にご検討ください。�

　　セキュオはガラス構成によっては単板ガラスに比べて重量が増加します。

ガラス重量に配慮してサッシを選択してください。（ガラスの比重：約2.5 ）�

　　セキュオの防犯性能を最大限に発揮させるため、窓やドアに使用する場

合は四辺支持による施工をしてください。�

　　サッシ内に雨水が入ってもすみやかに水が抜けるように、サッシ溝には

5mmφ以上（推奨：8mmφ）の水抜き穴を3ヵ所以上設けてください。�

　　セキュオの中間膜が有機系の溶剤に侵される場合がありますので施工

時にはエッジ部にご注意ください。�

�

◎使用・メンテナンス上のご注意�
　　冷暖房の吹出し空気をガラス面に直接当てたり、ガラスに密着するような

ロッカーやパーティションの設置は熱割れの原因になります。�

　　ガラスの表面にフィルムや紙などを貼ったり、塗料を塗ると熱割れすること

がありますのでお避けください。�

　　※フィルムの取り扱いについてはフィルムメーカーへお問い合わせください。�

　　室内側ガラスの近くにダンボール箱等、物を置くことはお避けください。�

　　一時的な仮置きの場合でも熱割れが生じることがあります。�

�

�

◎設計上のご注意�
　　セキュオペアは受注生産品です。ご使用になる品種によっては納期を必

要とする場合がありますので事前にお問い合わせください。�

　　セキュオペアは製造後の切断・加工ができませんので寸法・形状は正確

にご注文ください。�

　　海抜1,000m以上の高地にセキュオペアを使用する場合、空気圧力調整

が必要ですので、ご注文の前にご相談ください。�

　　トップライト、温室などにセキュオペアを使用する場合は日射や温度の影

響上、厳しい使用条件になりますので事前にご検討ください。�

　　網入板ガラスで構成するセキュオペアで、室内温水プールのトップライト

など、使用部位が高温多湿の環境でご採用になられる際には一般の防

錆処理よりハイレベルな防錆処理方法をお奨めします。詳しくはご相談く

ださい。�

　　セキュオペアはその構造上、温度や気圧の変化により2枚のガラスが凹

凸にたわみます。比較的大きな寸法でかつ中空層の厚さが薄い場合、ま

れにガラス中央が接触し、ニュートンリング（虹色の干渉環）が見られるこ

とがあります。ガラス面積が4m2以上となる場合には、中空層12ミリを推

奨いたします。�

　　Low‐Eガラスには、一般にピンホールといわれる小さな点状の膜抜け部

が製造上できる場合がありますのでご了承ください。�

　　Low‐Eガラスは透過光と反射光で若干ですが色調がムラとなって見える

場合がありますが、性能面での支障はありません。�

　　Low‐Eガラスで構成するセキュオペアでは携帯電話をご使用時、送受信

に障害がでる場合があります。�

　　セキュオペアSPはポリカーボネート板と中間膜を挟み込んでいるため、ガ

ラス面が多少白く見えることがあります。性能・強度への影響はありません。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　　性能上、セキュオペア30、60、90、PYの中間膜は70℃を超える場所で、ま

たセキュオペアSPは60℃を超える場所で長時間使用しますと発泡するお

それがありますのでそのような場所でのご使用はお避けください。�

　　セキュオペアは防犯性能上、突き合わせ施工はできません。�

　　セキュオペアは相当に厚くなりますのでご使用になるサッシの装着可否の

ご検討が必要です。�

　　マンションやビルの開口部にセキュオペアPYをご使用になる場合はパイ

ロクリア6.5ミリ以上をお奨めします。�

　　品質を長く保つために、セキュオペアとサッシの水密性が悪くなっている

場合には、シーリング材を打ち直してください。�

�

◎設計・施工上のご注意�
　　セキュオペアの防犯性能を最大限に発揮させるため、窓やドアに使用す

る場合は四辺支持による施工をしてください。�

　　セキュオペアの施工�

　　・セキュオペアの標準施工法に従って施工してください。�

　　・セキュオの中間膜が有機系の溶剤に侵される場合がありますので、施

工時にはエッジ部分にご注意ください。�

�

�

�

　　・ガラスを切り欠いたり、キズつけたりしないでください。�

　　・サッシ内の排水性を良くするため、サッシ溝を清掃してください。�

　　・セキュオは室内側に使用するのが標準です。ただし、高断熱タイプの場

合は室外側に使用します。�

　　※パイロクリアを使用する場合は、最も室内側にパイロクリアを使用します。�

�

�

�

�

�

�

�

�

　　サッシの選択�

　　・標準施工が可能な溝幅、深さを持つサッシをお選びください。�

　　・水抜き穴のあるサッシをお選びください。�

　　・セキュオペアは単板ガラスの約3倍の重量がありますので、それに十分

耐えられるサッシ構造が必要です。�

　　・下図に示すようなサッシ溝の底面が平坦でないサッシの場合、セキュオ

ペアは不均等な支持になりがちです。内部結露の要因となりますので、こ

のようなサッシは避けてください。�

　　・必要なかかりしろを取りやすい四方押縁のサッシをお選びください。�

�

�

�

�

�

�

　　 熱割れ防止上のご注意�

　　・熱線吸収板ガラスなど日射吸収率の高いガラスや網入・線入板ガラス

で構成する場合は使用条件によっては熱割れを生じることがありますので、

事前にご検討ください。�

　　セキュオペアの保管�

　　・保管は直射日光を避け、風通しのよい屋内に保管してください。やむなく

屋外に仮置きする場合は熱割れを防止するため直射日光を避ける措置を

講じてください。特に網入板ガラス・線入板ガラスを含むセキュオペアは

注意が必要です。�

　　・長期保管の場合は下図のような状態で屋内に保管してください。�

�

�

�

�

�

�

◎使用・メンテナンス上のご注意�
　　冷暖房の吹出し空気をガラス面に直接当てたり、ガラスに密着するような

ロッカーやパーティションの設置は熱割れの原因になります。�

　　ガラスの表面にフィルムや紙などを貼ったり、塗料を塗ると熱割れすること

がありますのでお避けください。�

　　※フィルムの取り扱いについてはフィルムメーカーへお問い合わせください。�

　　室内側ガラスの近くにダンボール箱等、物を置くことはお避けください。�

　　一時的な仮置きの場合でも熱割れが生じることがあります。�
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▲セキュオSP フロート板ガラス▲�

▲セキュオペアSP 複層ガラス（ペアマルチ）▲�
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◎施工上のご注意【共通】�
　　各種ガラスは有機材料（中間膜や封着材）によってその機能を保ってい

る関係上、寿命のある製品です。その機能を長期間保つためには、施工

方法が重要な要因となります。サッシ内に入った水をすみやかに排水可

能とする下框の構造としてください。�

　　施工副資材（グレイジングチャンネルやシーリング材）も寿命があります。�

◎シーリング材による構法【共通】�
　　中間膜は長期間、水に接していると劣化が早まりますので、止水性に優れた

シーリング材で施工してください。シーリング材はJIS A 5758 に合格する良質

のシリコーン系シーリング材をご使用ください。�

　　※推奨：脱アルコールタイプ、または脱オキシムタイプ�

　　バックアップ材は発泡ポリエチレン、または発泡ゴムなどをご使用ください。�

　　セッティングブロックは中間膜に悪影響を与えないように、耐シリコーンタイプ

など老化防止剤や可塑剤の出ない良質なものを選定してください。�

　　※推奨：EPDM耐シリコーンタイプ（EPDM‐S）�

　　また硬度は80 ～90°で次の寸法のものを2個ご使用ください。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　　エッジクリアランス・かかり代の数値はJASS‐17（日本建築学会・建築工事

標準仕様書17番ガラス工事2003年12月1日第4版）に準じた数値を最小値

（三方押縁の場合）としてください。二方押縁の場合は、施工時に板ガラス

のやり返しが必要となりますので、作業性を考慮のうえ、サッシの溝深さをご

検討ください。�

●�セキュオ・セキュオペアの場合�

　�■グレイジングチャンネルによる構法�

■シーリング材による構法�

注）JIS A 4706およびJASS-17（日本建築学会・建築工事標準仕様書17番

ガラス工事）をご参照ください。�

※ガラス単体ではなく、窓として官民合同会議の基準を満たすには、左記

の官民合同会議目録登載ガラスの施工・使用に関する板硝子協会基準

（平成17年度基準）をご参照ください。�

グレイジング�
チャンネル�

グレイジング�
チャンネル�

サッシ下框�
排水を阻害しない構造�

サッシ下框�
排水を阻害しない構造�

サッシ下框�
排水を阻害しない構造�

サッシ下框�
排水を阻害しない構造�

サッシ溝幅�
22mmの施工図�

サッシ溝幅�
32mmの施工図�

サッシ溝幅�
26mmの施工図�

面クリアランス�
6mm以上�

面クリアランス�
6mm以上�

かかり代�
10mm以上�

かかり代�
10mm以上�

かかり代�
12mm以上�

エッジクリアランス�
7mm以上�

エッジクリアランス�
7mm以上�

エッジ�
クリアランス�
7mm以上�

セッティングブロック�

セッティング�
ブロック�

セッティング�
ブロック�

シーリング材�

シーリング材�

バックアップ材�

バックアップ材�

面クリアランス�
6mm以上�

面クリアランス�
6mm以上�

■グレイジングチャンネルによる構法�

■シーリング材による構法�

グレイジングチャンネルによる施工については、板硝子協会と（社）日本サッシ

協会で定めた仕様基準（2004.7）をお守りください。�

1.グレチャン付複層ガラス「ペアマルチG」をご使用ください。�

2.面クリアランス・エッジクリアランス・サッシかかり代の寸法は下記をお守り

ください。�

3.「ペアマルチG」をご使用されない場合は、水抜きおよび乾燥のため、底部

に可能な限り大きく穴あけしたものをご使用ください。�

※FIX窓などその他の施工法を使用する際には、JIS A 4706およびJASS-17

（日本建築学会・建築工事標準仕様書17番ガラス工事）をご参照ください。�

・長さ：25×Amm以上�
  但し、最小50mm程度　�
  A：ガラス面積（m2）�

・幅：ガラス呼び厚さ＋5mm程度�

・厚さ：7～12mm程度�

湿気抜き穴（推奨）�

G
H

GW/4 GW/2 GW/4

GW

セッティングブロック�
サッシ�

水抜き穴5mmφ以上�
（推奨：8mmφ）、3ヵ所以上�

�

1.�

�

�

�

2.

�

�

�

1.�

2.�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

3.

1．使用するサッシについて�
ガラスを納めるサッシは「官民合同会議」の目録に登載されたサッシを使用することを推奨します。�
2．サブロック付クレセントと補助錠について�
クレセントは必ずサブロックまで施錠してください。補助錠は外部から手首を完全に内部に
入れないと開錠できないものを選んで施錠してください。なお上げ下げ窓等、開閉可能な窓
で、サブロック付クレセントがない場合は、手首まで入れないと開錠できない構造の補助錠
等を2ヵ所取り付けて施錠してください。�
3．リフォーム等でガラスだけを取り替える場合の注意事項�
ガラスだけを「官民合同会議」の目録に登載されたガラスに交換する場合で、上記1の条件
（特にかかりしろの条件）を満たせない場合は、防犯性能を高めるため以下①～③のいずれ
かの方法を取ってください。（ただし、いずれの方法においても、サッシが「官民合同会議」
の防犯建物部品でない場合は、防犯性能の高い窓とはならないのでご注意ください。）�
①かかりしろ10mm以上で、サブロック付クレセントの場合は補助錠を1箇所取り付ける、サ
ブロックが無いクレセントの場合は補助錠を上下離れた場所に2箇所取り付けてください。�
②かかりしろ10mm未満の場合は必ずサブロック付クレセントであることを確認し、補助錠を
上下離れた場所に2ヵ所取り付けてください。アタッチメント付ガラスの場合でサブロック付
クレセントの場合は補助錠を1箇所、同じくサブロックが無い場合は補助錠を上下はなれた
場所に2箇所取り付けてください。�
③尚、新築の場合でサッシのかかりしろを10mm以上確保できない場合もこの3．リフォーム
の注意事項に従ってください。�

官民合同会議目録登載ガラスの施工・使用に関する板硝子協会基準�
（平成17年度基準）抜粋�
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1.本基準の目的�

本基準は、ガラスの防犯性能のあり方を明示し、一般生活者の防犯意識を高め、犯罪

の防止に貢献することにある。�

2.本基準が対象としてる侵入手口�

本基準は、現在公開されているガラス破りの侵入手口のなかで、最も割合の多い2つ

の手口（打ち破り、こじ破り）を対象としている。侵入手口の変化に応じて本基準は改

訂されるものである。�

3.「防犯ガラスの定義」�

本基準において、4、5、に示す性能ランクの、P2A以上かつP2K以上の基準を満たす

ものを、2の対象手口に対して防犯性能が期待できるガラス、すなわち「防犯ガラス」と

呼称する。�

4.防犯性能を示す性能基準�

（「打ち破り」手口に関連付けられる防犯性能）�

本試験方法は、ISO16936‐1（EN356を引き継いで2005年6月に発行）に準じている。

特に、破壊音をあまり気にせずにガラスを破壊し、住民や警備員などが駆けつける前に

数分で目的を達成しようとする、いわゆる「打ち破り」手口に関連付けられる。�

1 試験方法概略 鋼球落下試験（詳細はISO16936‐1の該当箇所の規定に従う）�

①使用鋼球：直径100mm、重さ約4.11kg�

②落下方法：中心付近の一辺130mmの正三角形の各頂点に順に鋼球を落下させる。�

③供試体の大きさ：900 ×1,100mm�

④落下高さと落下回数�

�

�

�

�

�

�

�

⑤上記高さ・回数で実施し、③供試体全てにおいて鋼球がつき抜けなかったとき、その

分類に合格したとみなされる。�

2 「打ち破り」を対象にした防犯性能が認められるガラスの仕様基準�

板ガラスメーカー各社の実験結果、及び中間膜メーカーにヒアリングした結果から、④

の性能基準に対して推奨されるガラス仕様を以下にまとめる。なお、これらは仕様の一

例であって、固定されたものではない。また実験値として示されたもので各ガラス仕様

の性能を保証するものではない。個々のガラスのランク付けは試験結果（性能基準）

によって行われている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

5.防犯性能が認められるガラスの仕様基準�

「こじ破り」手口に関連付けられる防犯性能�

「こじ破り」は、ドライバーなどで音を出さないようにガラスを破壊し、まわりに気づかれな

いよう密かに侵入しようとする侵入手口であり、日本独特の侵入方法である。�

1 「こじ破り」を対象にした防犯性能が認められるガラスの仕様基準�

本基準は、平成13年11月に実施された財団法人都市防犯研究センターによる実験

結果に基づいている。以下に仕様基準の一例をまとめるが、これらは実験値として示し

たもので各ガラス仕様の性能を保証するものではない。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

①P3Kに属するものは、ドライバーを使ったこじ破りに対し防犯性能が期待できるもの。�

②P2Kに属するものは、補助錠との併用により、ドライバーを使ったこじ破りに対し防犯

性能が期待できるもの。�

③P1Kに属するものは、ドライバーを使ったこじ破りに対し防犯性能が期待できるレベ

ルには届かないが、単板ガラスのフロート板ガラス、網入り板ガラス、強化ガラスとの比

較においては優位性が認められたもの。�

④単板ガラスのフロート板ガラス、網入り板ガラス、強化ガラスについては、「こじ破り」

に対する防犯機能は期待できない。�

参考 試験方法概略 侵入再現試験�

※詳細については、財団法人都市防犯研究センター資料参照�

①試験体：W4.5尺×H6尺の引き違いサッシにガラスをはめ込んだもの�

②使用道具：ドライバー�

③実験方法：ドライバーによるこじ破りを実施し、クレセントを外して外障子を開けるまで

の時間（所用時間）を計測する。�

6.官民合同会議による防犯性能の高い建物部品との関係�

「防犯性能の高い建物部品の開発・普及に関する官民合同会議」によって「防犯性

能の高い建物部品」に登載されたガラスについて、板硝子協会は「防犯ガラス」と呼

称することを認める。�

〈本基準を適用するにあたっての注意事項〉�

ここで規定した「防犯ガラス（防犯性能が期待できるガラス）」は、実験の性質上から

考えられる再現性や、実際の犯行との相違などといった点から、絶対的なものではなく、

むしろ相対的な位置付けを示すものとして捉えるべきである。また、これらのガラスは何

れも、「破れない」ガラスではなく「破りにくい」ガラスであることも認識しておくべきであ

る。したがって、開口部の防犯設計にあたっては、ガラス単体だけでなく、補助錠との併

用や頑丈な窓構造への転換、セキュリティシステムを導入する、などといった総合的な

検討を行うことが必要である。�

ガラスの防犯性能に関する板硝子協会基準（抜粋）� 安心・安全な住まいのために� 防犯チェックシート�

官民合同会議の定める「防犯性能の高い建物部品」について�
シンボルマークについて（CP=Crime Prevention ）�

「防犯性能の高い建物部品」を広く皆様への普及促進を行

ううえで、共通呼称（防犯建物部品）とシンボルマークを官民

合同会議にて作成しました。このマークは「防犯性能の高い

建物部品リスト」に公表記載された「防犯建物部品」のみに

与えられます。�

�

防犯性能の高い建物部品について�

官民合同会議では「建物部品の防犯性能とは、工具類等の侵入器具を用いた侵入

行為に対して建物部品が有する抵抗力をいうものとする。」としています。�

同会議では、15年度中における試験の結果に基づき、侵入までに5分以上の時間を

要するなど一定の防犯性能があると評価した建物部品を「防犯性能の高い建物部品

目録」に掲載し、公表しました。目録についての詳細は警察庁ホームページ

http://www.npa.go.jp/safetylife/をご覧ください。「セキュオ」「セキュオペア」は、官民

合同会議の定める防犯性能の高い建物部品に該当します。�

品目：ガラス（防犯性能の高い建物部品抜粋）�

＜試験項目と抵抗時間＞�

1.この目録には「ガラスの防犯性能の試験に関する細則」に定める試験項目のうち

打ち破りについて8回以上、こじ破り及び焼き破りについて5分以上の抵抗性能を示

した商品を掲載している。�

2.以下の商品※とも中間膜の素材・厚さが同等以上、かつガラスの合計の厚さがそ

れ以上であるものも防犯性能の高い建物部品に該当する。�

3.以下の商品※を少なくとも片側に使った複層ガラス、真空ガラス等複合機能商品

は、防犯性能の高い建物部品に該当する。�

※P12～P15の「セキュオ」「セキュオペア」の代表品種表をご参照ください。�

＜付帯条件＞�

1.窓サッシには、サブロック付クレセントと補助錠を合計2箇所以上に取り付けてあり、

かつ施錠されていること。�

2.施工・使用に関する条件については、板硝子協会が規定・推奨する基準によること。�

P1A�

P2A�

P3A�

P4A�

P5A

正三角形各頂点に1回ずつ計3回�

正三角形各頂点に1回ずつ計3回�

正三角形各頂点に1回ずつ計3回�

正三角形各頂点に1回ずつ計3回�

（正三角形各頂点に1回ずつ計3回）×3回�

分類�

�

鋼球落下高さ（mm）�

1,500�

3,000�

6,000�

9,000�

9,000

加撃回数�

P2A�

P3A�

P4A�

P5A

P1A

分類�

� 合わせガラス�
FL3＋中間膜30ミル＋FL3�
FL3＋中間膜30ミル＋PW

合わせガラス�
FL3＋中間膜60ミル＋FL3�
FL3＋中間膜60ミル＋PW

合わせガラス�
FL3＋中間膜90ミル＋FL3�
FL3＋中間膜90ミル＋PW

合わせガラス�
FL5＋中間膜30ミル＋FL5

合わせガラス�
FL5＋中間膜60ミル＋FL5

合わせガラス�
FL5＋中間膜90ミル＋FL5

1ミル=1/1,000インチ（0.025mm）　30ミル=約0.76mm�
※FL=フロート板ガラス、PW=網入磨板ガラス�

合わせガラス�
（FL3＋中間膜15ミル＋FL3）�
耐熱強化ガラス6.5mm

普通のフロート板ガラスによる複層ガラス�
（FL3＋空気層＋FL3）�
アタッチメント付き複層ガラス�
（FL3＋空気層＋FL3）�

合わせ複層ガラス�
（FL3＋空気層＋〈FL3＋中間膜30ミル＋FL3〉）�
耐熱強化ガラス�
（FL3＋空気層＋耐熱強化ガラス6.5mm）�
加撃面FL3�
強化複層ガラス（FL3＋空気層＋強化4mm）�
加撃面FL3�
�
�

合わせガラス�
（FL3＋中間膜60ミル＋FL3）�

合わせガラス（中間膜30ミル）�

分類�

�

単板ガラス� 複層ガラス�

P1K

P2K

P3K

　単板ガラス※を使用�
　サッシはクレセントのみ�

出典：（株）創樹社「防犯住宅をつくる」� ※単板ガラス=フロート板ガラス・網入り板ガラス�

現 状�

侵入されないために�

　単板ガラス※を使用�
　サッシはクレセントのみ�
　侵入に適当な足場が�
　ある�
　外部からの視界を�
　遮蔽している�

現 状�

1階掃き出し窓�

侵入されないために�

Check 01

　単板ガラス※を防犯ガラスにする�

　クレセントはカギ付きにする�
　もしくは補助錠を取り付ける�

防犯�
対策�

　外部からの視界を�
　遮蔽している�

現 状�

侵入されないために�
庭�Check 04

　塀や庭木で視界を遮らない�
　敷地内にセンサー付ライトを設置�

　外階段・エントランスに�
　オートロックを設置�
　エントランスに防犯カメラを設置�
　エントランスにテンキーロックを設置�
　屋上にセンサー付スピーカーを設置�

防犯�
対策�

2階の窓・ベランダ�Check 02

　単板ガラス※を防犯ガラスにする�

　単板ガラス※を防犯ガラスにする�

　クレセントはカギ付きにする�
　もしくは補助錠を取り付ける�

　解錠に強いCP錠にする�
　補助錠を取り付ける�

　短時間でも施錠の徹底�
　カギを屋外の決まった場所に隠さない�

　塀や庭木で視界を遮らない�
　ベランダの腰壁は、格子状にする�

　エアコンの室外機や物置などが�
　足場とならないようにする�

防犯�
対策�

　施錠の不徹底�
　扉周辺に�
　単板ガラス※を使用�
　解錠されやすい錠を�
　使用�

現 状�

侵入されないために�玄関・勝手口ドア�Check 03

防犯�
対策�

　外部からの出入りが�
　自由である�

現 状�

侵入されないために�マンション�Check 05

防犯�
対策�
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●本カタログは2016年11月現在の内容について掲載しています。　●本カタログに掲載されている性能、数値などは保証値ではありませんのでご了承ください。�
●本カタログに記載されている写真は、印刷のため実際の色と多少異なります。　●製品の仕様等は、予告なく変更することがございますのでご了承ください。�

日本板硝子お客様ダイヤル� （土日祝休）�0120-498-023 0120-498-0299：00～12：00, 13：00～17：30

http://glass-wonderland.jp/
住まいの窓ガラス情報サイト�

製品のご採用にあたっては、総合カタログの「ガラスを安全にお使いいただくために」をよくお読みのうえ、必ずお守りください。�

「うちの窓ガラスは網が入っているから大丈夫」と思っていませんか。実は、網入り

板ガラスをバールでたたくと、簡単に穴が開いてしまいます。穴さえ開けば、侵入盗は

そこから手を入れて、難なくカギを開けてしまいます。�

その点、防犯ガラスは、ガラスの間に強靱な中間膜やポリカーボネート板を挟み込

んでいるため、ドライバーやバールを使った侵入手口に対して、ガラスは割れるも

のの、簡単に穴を開けて侵入することができないのです。�

網入り板ガラスは、意外にもろい�

展示ルームのご案内�

http://glass-wonderland.jp/glass_square/

NSGガラススクエア�

受付時間◎9:00～12:00、13:00～17:30 ◎定休日 ： 土、日、祝　※番号はおかけ間違いのないようにお願い致します。�

日本板硝子 お客様ダイヤル�

0120-498-023

所 在 地�
�
�

営業時間�

定 休 日 �

アクセス�

〒105-0013 東京都港区浜松町1丁目2番4号�
住友不動産東新橋ビル6号館1F�
日本板硝子ビルディングプロダクツ内�

9：30～12：00／13：00～17：30�

土・日・祝（夏季・冬季休業有）�

JR線・東京モノレール「浜松町駅」より徒歩7分�
都営地下鉄　三田線「御成門駅」より徒歩5分�
都営地下鉄　浅草線・大江戸線「大門駅」より徒歩5分�
※専用駐車場のご用意はございませんのでご了承ください。 �
　公共の交通機関でのご来場をお願い致します。�

より快適な居住空間を実現するために、真空ガラス「スペーシア」をはじめとする機能ガラスを展示しています。

お客様にわかりやすく、その機能を視覚的、体感的に理解していただけるように、普通のガラスとの比較展示

を中心に展開しています。�

● ご来場いただくにあたって�
製品説明など、アテンドのスタッフを希望される場合は、お電話にてご予約いただき
ますよう、お願い申し上げます。展示製品は限られており、随時入れ替えをしており
ます。そのため、ご希望の製品をご覧いただけない場合もございますので、事前にお
問い合わせいただければ展示中の製品をご案内致します。製品によっては小サイ
ズのサンプルをご覧いただく場合もありますので、あらかじめご了承ください。�

ご注意�




